
副作用防止のため、フィブラートとスタチンの併用は 

推定 CCR50 以下 慎重投与 

推定 CCR30 以下 中止 

 

 
 

資料 5 

フィブラートとスタチンの併用について 
 

添付文書で、併用は横紋筋融解症をおこす可能性が高くなるので【原則禁忌】 

 

 

 

 

 

 

 

※eGFRでは、低体重の人の腎機能低下を見逃す恐れがあるため、CCRを基準とする 

※推定 CCR不明の時は eGFR50以下で保険薬局より情報提供 

 

 

補足： 

フィブラート単剤の腎機能低下での禁忌 

添付文書 

血 清 C r（㎎/dL） 

CKD ガイドライン 2013 

e G F R（mL/分/1.73 m2） 

リピディル 2.5以上禁忌 

30より下は中止を推奨 

ベザフィブラート 2.0以上禁忌 

 


